
市民会館

「
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
」

【
説
明
】
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
を

適
用
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。
今
後
の
下
水
道
事

業
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る

収
益
力
の
低
下
に
加
え
、
下
水

道
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

今
後
も
持
続
的
、
安
定
的
に
下

水
道
事
業
を
運
営
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
方
公
営
企
業
法
を
適

用
し
、
公
営
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
よ
う
国
か
ら
要
請
が
あ
っ

た
。
本
市
に
お
い
て
は
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
財
務
諸
表
の
経
営
成
績
や

財
政
状
態
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

後
作
成
さ
れ
る
財
務
諸
表
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
官
庁
会
計
で

は
見
え
づ
ら
か
っ
た
事
業
年
度

に
お
け
る
収
益
と
費
用
、
利
益
、

損
失
な
ど
の
経
営
成
績
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
年
度
末
に
お
い
て

下
水
道
事
業
が
保
有
す
る
資
産
、

負
債
と
い
っ
た
財
政
状
態
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

【
説
明
】
一
般
職
の
職
員
の
期

末
・
勤
勉
手
当
の
見
直
し
に
伴

い
、
関
連
す
る
規
定
の
整
備
を

す
る
も
の
。
東
京
都
人
事
委
員

会
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
東

京
都
と
同
様
に
期
末
・
勤
勉
手

当
の
年
間
支
給
月
数
を
0.1
月
分

引
き
上
げ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
国
の
人
事
院
勧
告
、
東
京

都
の
人
事
委
員
会
勧
告
、
西
東

京
市
の
給
与
条
例
の
関
係
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
本
市
は
合
併
以
来
、
東
京

都
の
人
事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま

え
対
応
し
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
内
容
・
趣
旨
を
十
分

尊
重
し
て
本
市
の
条
例
案
を
提

出
し
た
。

問　
国
の
勧
告
は
か
な
り
早
い

時
期
に
出
さ
れ
て
い
た
と
思
う

が
、
条
例
改
正
が
こ
の
時
期
に

な
っ
た
理
由
は
。

答　
総
務
省
か
ら
地
方
公
務
員

の
給
与
改
定
に
関
す
る
取
り
扱

い
に
つ
い
て
通
知
が
あ
り
、
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
の

給
与
改
定
の
実
施
は
国
に
お
け

る
給
与
法
の
改
正
の
措
置
を
待

っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

国
に
先
行
し
て
行
う
こ
と
が
な

い
よ
う
指
導
が
あ
っ
た
。
給
与

法
案
が
11
月
28
日
に
可
決
さ
れ

た
こ
と
か
ら
今
回
の
条
例
を
提

出
し
て
い
る
。

問　
総
務
省
か
ら
給
与
改
定
に

関
す
る
通
知
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
市
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
は
人
事
委
員
会
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
、
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
く
情
勢
適
応
の
原
則

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
東
京

都
人
事
委
員
会
勧
告
の
趣
旨
を

踏
ま
え
て
対
応
し
て
き
て
い
る
。

問　
給
与
改
定
に
よ
る
定
員
適

正
化
計
画
へ
の
影
響
と
計
画
の

理
念
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
定
員
適
正
化
計
画
へ
の
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
定

員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

行
革
の
一
端
も
担
い
つ
つ
、
合

併
と
い
う
本
市
独
自
の
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
、
進
め
て
き
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

職
員
を
育
て
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
職
員
を
配
置
し
、
ど
う
い
う

組
織
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
民
会
館
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
」

【
説
明
】
文
化
施
設
で
あ
る
西

東
京
市
民
会
館
を
閉
館
す
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
。
西
東
京
市
民
会
館
は
、

建
築
後
50
年
を
目
前
と
し
て
い

る
施
設
で
も
あ
り
、
安
全
性
及

び
継
続
性
の
確
保
に
課
題
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
有
料
施
設
と

し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
平
成
31

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
す

る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
廃
止
に
至
る
ま
で
の
流
れ

の
中
で
、
利
用
者
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
継
続
し
て
文
化
芸
術
活
動

が
行
え
る
よ
う
、
活
動
が
可
能

な
公
共
施
設
等
の
情
報
を
記
載

し
た
資
料
を
作
成
し
た
。
そ
の

資
料
を
田
無
・
保
谷
両
庁
舎
の

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
施

設
の
窓
口
に
設
置
し
て
、
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
内
容
は
、

運
動
が
で
き
る
施
設
、
会
議
室
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
可

能
な
部
屋
、
和
室
、
そ
れ
ぞ
れ

各
分
野
の
団
体
の
内
容
に
よ
っ

て
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
６
つ

の
機
能
に
つ
い
て
施
設
を
ま
と

め
て
い
る
。
施
設
名
称
、
担
当

課
、
施
設
の
面
積
、
利
用
料
金
、

設
備
、
利
用
基
準
、
予
約
方
法

を
ま
と
め
て
情
報
提
供
し
て
い

る
。

問　
子
ど
も
や
若
者
の
意
見
を

聞
い
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
き
た

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
か
。

答　
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
利
用

者
等
懇
談
会
に
は
大
学
生
等
も

参
加
し
て
い
る
た
め
、
一
定
の

ご
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

意
見
を
聞
く
場
を
提
供
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
、
意
見
を
い
た
だ
き
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
代
替
施
設
は
足
り
る
の
か
。

答　
文
化
施
設
、
市
民
交
流
施

設
以
外
に
も
市
内
の
公
共
施
設

が
あ
り
、
利
用
時
間
帯
や
利
用

す
る
曜
日
に
よ
っ
て
は
、
あ
い

て
い
る
時
間
帯
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
時
間
帯
に
う
ま
く
利
用

者
、
利
用
団
体
が
活
動
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　
現
状
、
文
化
施
設
の
新
設

は
、
市
民
会
館
の
跡
地
以
外
は

一
切
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

答　
市
民
会
館
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
現
地
で
の
対
応
と
考
え

て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
政
務
活
動
費
に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
西
東
京
市
に
お
け
る

政
務
活
動
費
の
領
収
書
を
誰
で

も
瞬
時
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

【
主
な
意
見
】

意
見　
陳
情
提
出
時
に
政
務
活

動
費
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

に
向
け
た
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
う
い
っ
た
声
も
後

押
し
と
な
っ
て
、
議
会
の
透
明

性
が
増
す
結
果
を
も
た
ら
し
た

と
考
え
て
い
る
。

意
見　
西
東
京
市
議
会
は
情
報

公
開
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
議
会
で
あ
り
、
政
務
活
動

費
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に

つ
い
て
も
早
く
か
ら
取
り
上
げ

て
き
た
が
、
議
論
の
最
中
に
陳

情
が
提
出
さ
れ
た
。
議
会
の
議

論
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

点
は
課
題
と
い
え
る
。
今
後
も

透
明
で
公
正
・
公
平
な
議
会
を

示
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
議
会
運
営
委
員
会
で
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
の
陳

情
で
あ
り
、
市
民
が
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
で
私
た
ち
の
協

議
も
一
段
と
力
の
入
っ
た
も
の

に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
話
が
進
み
、

合
意
が
生
ま
れ
て
い
く
と
よ
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

◆
一
般
会
計
（
第
３
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
に
そ

れ
ぞ
れ
１
千
900
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
725
億
３
千
162
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

◎
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の

引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
額
と

補
正
額
及
び
予
備
費
と
の
差

額
に
つ
い
て

◎
財
政
調
整
基
金
の
平
成
30
年

度
末
残
高
と
行
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
目
標
額
の
不
足

額
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
主

な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
「
会
議
録
の

公
開
予
定
」
は
８
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算

前
号
（
第
80
号
・
平
成
30
年

11
月
15
日
発
行
）
の
記
事
に
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

３
面
・
藤
岡
議
員
の
一
般
質
問

（
正
）
行
財
政
改
革
大
綱

（
誤
）
行
財
政
改
革
大
網

８
面
・
平
成
30
年
度
補
正
予
算

（
正
）
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
（
第
１
号
）

（
誤
）
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
（
第
１
号
）

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
経
営

状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
持
続
的
、
安
定
的
に

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
の
経
営
改
善
や
効
率

的
な
下
水
道
事
業
の
運
営
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問　
多
く
の
自
治
体
は
平
成
32

年
４
月
に
適
用
す
る
が
、
西
東

京
市
が
１
年
前
倒
し
の
平
成
31

年
４
月
に
適
用
す
る
考
え
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

答　
20
市
が
平
成
32
年
の
適
用

を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
平
成
32
年
の
適
用
を
目

途
と
す
る
状
況
に
な
る
と
、
委

託
業
者
や
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者

な
ど
競
合
す
る
た
め
、
当
市
と

し
て
は
１
年
前
に
前
倒
し
し
て

移
行
を
進
め
た
。

問　
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
水
道
料

金
に
反
映
す
る
の
か
。
下
水
道

料
金
の
減
免
は
、
今
回
適
用
す

る
の
か
。

答　
独
立
採
算
な
ど
の
財
務
関

係
は
、
法
の
適
用
後
も
変
わ
ら

ず
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
使
用
料
の
件

に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
の
移

行
後
、
平
成
31
年
度
決
算
の
財

務
諸
表
に
基
づ
い
て
、
経
営
に

要
す
る
経
費
の
的
確
な
原
価
計

算
と
将
来
的
な
投
資
経
費
も
含

め
て
下
水
道
審
議
会
に
諮
問
を

行
い
、
慎
重
に
検
討
す
る
。
減

免
の
制
度
と
し
て
は
、
市
の
独

自
の
も
の
が
あ
り
、
法
適
用
後

も
変
更
は
な
い
。

問　
平
成
31
年
度
の
決
算
に
基

づ
い
て
、
的
確
な
原
価
計
算
と
、

い
わ
ゆ
る
将
来
的
な
投
資
に
つ

い
て
計
画
を
ど
う
す
る
か
。

答　
平
成
31
年
度
に
企
業
会
計

へ
移
行
し
、
決
算
の
結
果
を
経

て
、
事
業
の
経
営
状
態
を
し
っ

か
り
と
把
握
分
析
の
上
、
計
画

を
策
定
す
る
。
こ
の
計
画
の
中

の
流
域
下
水
道
の
経
費
や
将
来

の
投
資
経
費
も
含
め
て
検
討
す

る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

委員会の審査から、予算特別委員会の審査から

文
教
厚
生
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則

と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
か
ら

お
詫
び
と
訂
正

第81号 （７）

西東京市


